
労
働
時
間
を

め
ぐ
る
動
き

│
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
中
心
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●ＩＭＦ（国際金属労連）
書記次長

鎌田 普 かまだ・ひろし

７２年ＩＭＦ－ＪＣに入局。調
査局で国際金属労組の賃金・
労働条件比較を担当。７５年Ｉ
ＭＦ本部へ派遣。特別企画部
長をはじめ、自動車、航空宇
宙、電機電子、事務技術職な
ど各種産業担当部長を歴任。
９５年ＩＭＦシニア・エグゼク
ティブ・オフィサー（ＳＥＯ）
に就任し、地域組織機構、地
域事務所、財政、人事、総務
を担当。０５年６月にＩＭＦ書
記次長に就任（現）。
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労
働
時
間
な
ど
に
関
す
る
政
府
統
計
が
不
整
備
の

た
め
、
比
較
可
能
な
デ
ー
タ
は
存
在
し
な
い
と
し

て
い
ま
す
。

●
年
次
有
給
休
暇
‥
団
体
協
約
に
よ
る
と
最
低
20

日
（
４
週
間
）、
最
高
30
日
（
６
週
間
）。

●
年
間
有
給
休
日
‥
最
低
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
７
日

か
ら
最
高
ス
ロ
ベ
ニ
ア
の
15
日
。
平
均
値
は
、

11
・
25
日
。

さ
て
、
図
表
１
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
１
９

９
７
年
と
比
較
し
、
２
０
０
３
年
の
年
間
協
定
労

働
時
間
は
、
平
均
で
50
時
間
弱
減
少
し
、
各
国
間

の
ば
ら
つ
き
幅
も
狭
ま
っ
て
い
ま
す
。
地
域
的
に

は
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
時
短
に
進
展
が
見
ら
れ
ま

し
た
が
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
協
約
上
の
大
き

な
動
き
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
関

し
て
言
え
ば
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
の
平
準
化

に
向
け
た
動
き
が
あ
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

Ｅ
Ｍ
Ｆ
の
長
期
的
な
目
標
は
、
そ
の
労
働
時
間

憲
章
に
う
た
っ
て
い
る
よ
う
に
週
35
時
間
労
働
制

労
働
時
間
の
弾
力
化
、

延
長

労
働
時
間
の
弾
力
化
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
大

別
し
て
２
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
即
ち
、
立
法

に
よ
っ
て
行
う
フ
ラ
ン
ス
型
と
労
使
協
定
を
通
し

て
行
う
ド
イ
ツ
型
で
す
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
１
９
９
７
年
の
総
選
挙
で
社

会
党
が
第
一
党
に
な
り
、
雇
用
の
分
か
ち
合
い
と

雇
用
の
創
出
を
目
指
し
て
１
９
９
８
〜
２
０
０
０

年
に
か
け
て
週
35
時
間
労
働
制
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
２
０
０
２
年
の
総
選
挙
で
社
会
党

が
大
敗
、
保
守
Ｕ
Ｍ
Ｐ（U

nion
pour

la
M
ajorit

Preidentielle

）グ
ル
ー
プ
が
週
35
時
間
労
働
制
の

改
定
案
を
国
会
に
提
出
し
、
昨
年
３
月
、
そ
れ
が

大
差
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
35
時
間

制
は
、
基
本
的
に
は
維
持
さ
れ
ま
す
が
、
法
改
定

に
よ
り
、
週
当
た
り
労
働
時
間
は
、
Ｅ
Ｕ
の
最
高

限
度
で
あ
る
48
時
間
ま
で
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
最
高
週
13
時
間
の
時
間
外
労
働
が
可
能
に

な
っ
た
わ
け
で
す
（
年
間

ベ
ー
ス
で
は
上
限
が
１
８

０
時
間
か
ら
２
２
０
時
間

に
増
加
）。

ド
イ
ツ
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル

は
、
昨
年
の
交
渉
に
お
い

て
、
週
35
時
間
労
働
の
原

則
的
維
持
、
必
要
時
下
で

の
労
使
合
意
の
下
で
の
労

働
時
間
の
延
長
（
週
40
時

間
限
度
）
に
合
意
し
ま
し

た
。
企
業
レ
ベ
ル
で
の
「
弾
力
的
運
用
」
に
関
す

る
取
り
決
め
は
、
労
働
者
協
議
会
と
個
別
企
業
の

間
で
か
な
り
広
範
に
行
わ
れ
て
い
る
の
が
現
状
の

よ
う
で
す
。
ハ
ン
ス
・
ボ
ッ
ク
ラ
ー
財
団
が
昨
年

２
０
０
７
人
の
労
働
者
協
議
会
メ
ン
バ
ー
を
対
象

に
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
半
数
以
上
の
企
業
に

お
い
て
可
変
労
働
時
間
制
が
合
意
・
導
入
さ
れ
て

お
り
、
４
分
の
１
以
上
の
企
業
に
お
い
て
労
働
時

間
の
延
長
が
合
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
動
向

雇
用
確
保
・
失
業
率
の
高
止
ま
り
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
進
展
、
競
争
激
化
、
国
内
産
業
の
確
保
、

な
ど
な
ど
労
働
組
合
が
労
働
時
間
短
縮
に
向
け
て

活
動
を
展
開
す
る
環
境
は
、
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
今
後
も
特
に
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
、

企
業
レ
ベ
ル
で
の
労
働
時
間
の
弾
力
的
運
用
が

益
々
進
む
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

先
に
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、
問
題
な
の
は
、
労

働
時
間
の
な
し
崩
し
的
、
実
質
的
延
長
で
す
。
有

償
・
無
償
で
の
労
働
時
間
延
長
へ
の
圧
力
は
、
今

後
強
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

動
き
は
、
必
然
的
に
発
展
途
上
諸
国
で
の
時
短
の

動
き
に
負
の
圧
力
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

労
働
時
間
短
縮
が
労
働
条
件
の
改
善
で
あ
り
、
社

会
進
歩
の
一
要
素
と
す
る
な
ら
ば
、
例
え
ば
Ｅ
Ｍ

Ｆ
が
掲
げ
て
い
る
年
間
実
労
働
１
７
５
０
時
間
の

達
成
は
、
世
界
的
な
目
標
と
な
り
う
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
２
０
０
６
年
１
月
12
日
、C

arouge

に
て
）

は
じ
め
に

「
鉄
の
カ
ー
テ
ン
が
取
り
除
か
れ
て
か
ら
（
ド

イ
ツ
籍
多
国
籍
企
業
が
低
賃
金
国
へ
そ
の
生
産
拠

点
を
移
転
す
る
と
い
う
）
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
信
じ

ら
れ
な
い
ほ
ど
増
大
し
た
」
―
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
は
、

企
業
の
圧
力
に
対
し
賃
金
、
労
働
時
間
面
で
譲
歩

し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
し
既
に
白
旗
を
挙
げ
た

の
で
は
な
い
か
、
と
の
辛
辣
な
質
問
に
対
し
て
の

ヒ
ュ
ー
バ
ー
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
副
会
長
の
答
え
で
す
。

上
記
の
質
疑
応
答
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、

世
界
各
国
の
金
属
産
業
労
働
組
合
が
直
面
す
る
深

刻
な
問
題
で
す
。
そ
こ
で
今
号
で
は
、
欧
州
金
属

労
連
（
Ｅ
Ｍ
Ｆ
）
の
労
働
時
間
調
査
結
果
な
ら
び

に
最
近
の
代
表
的
な
動
き
を
紹
介
し
な
が
ら
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
労
働
時
間
を
め
ぐ
る
動
き
を

み
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

労
働
時
間
の
現
状

「
２
０
０
５
年
Ｅ
Ｍ
Ｆ
労
働
時
間
調
査
」
に
よ

る
と
、
２
０
０
３
〜
２
０
０
４
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
お
け
る
労
働
時
間
等
の
概
要
は
、
以
下
の
通
り

で
す
。の

実
現
で
す
。
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
労
働

時
間
数
が
い
ま
だ
に
高
位
に
あ
る
現
状
か
ら

見
て
更
な
る
時
短
の
余
地
が
残
さ
れ
て
お

り
、
組
合
と
し
て
の
取
り
組
み
の
重
要
課
題

の
一
つ
で
す
。
一
方
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
関

し
て
言
え
ば
、
大
多
数
の
諸
国
で
は
、
週
35

時
間
労
働
到
達
へ
の
道
程
は
険
し
い
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
即
ち
、

こ
れ
ら
諸
国
に
お
い
て
は
、
現
状
維
持
が
精

一
杯
と
い
う
状
況
に
あ
り
、
更
な
る
時
短
へ

の
取
り
組
み
は
現
状
で
は
重
点
課
題
に
は
な

り
え
て
い
ま
せ
ん
。

既
に
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
少
な
く

と
も
２
０
０
３
年
に
至
る
ま
で
は
、
全
国
・

地
域
レ
ベ
ル
で
の
団
体
協
約
に
よ
る
時
短
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
２
０
０
４
年

以
降
は
、
全
国
・
地
域
協
約
を
ベ
ー
ス
に
し

た
企
業
レ
ベ
ル
で
の
労
働
時
間
の
取
り
決
め

―
多
く
の
場
合
、
労
働
時
間
の
弾
力
的
運
用

の
取
り
決
め
―
が
労
働
組
合
の
関
心
の
焦
点

に
な
っ
て
き
て
い
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

●
交
渉
レ
ベ
ル
‥
労
働
時
間
は
ほ
と
ん
ど
の
場

合
、
全
国
レ
ベ
ル
ま
た
は
地
域
レ
ベ
ル
の
単
年
・

複
数
年
協
約
に
含
ま
れ
ま
す
。
全
国
・
地
域
協
約

は
、
一
日
当
た
り
、
週
当
た
り
、
ま
た
は
年
間
平

均
労
働
時
間
を
定
め
、
実
際
の
適
用
は
オ
ー
ス
ト

リ
ア
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
除
き
、
企
業

レ
ベ
ル
の
労
（
組
合
代
表
ま
た
は
労
働
者
協
議

会
）・
使
間
で
行
わ
れ
ま
す
。

●
全
国
・
地
域
労
働
協
約
で
み
た
労
働
時
間
‥
ほ

と
ん
ど
の
場
合
、
週
当
た
り
の
労
働
時
間
を
定
め

て
お
り
、
最
低
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
の
35
時

間
。
最
高
は
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ス
ロ

ベ
ニ
ア
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
40
時
間
。
ま
た
、
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
は
、
週
当
た

り
協
定
と
同
時
に
年
間
協
定
も
行
っ
て
い
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ス
イ
ス
は
、
年
間

協
定
の
み
。
最
低
は
、
ド
イ
ツ
の
１
５
６
４
時
間
、

最
高
は
、
ス
イ
ス
の
１
７
９
０
時
間
（
推
定
）。

●
時
間
外
労
働
時
間
‥
Ｅ
Ｍ
Ｆ
は
、
特
に
時
間
外

●図表1：ヨーロッパ各国の年間協定労働時間の推移（１９９７年と２００３年）●

1997 2003

ドイツ 1561 1544
フィンランド　 1724 1560
フランス　　　 1751 1582
デンマーク　　 1665 1613
ノルウェー　　 1702 1688
オーストリア　 1694 1709
チェコ 1824 1710
スロバキア　　 2088 1733
オランダ 1728 1737
ベルギー　　　 1750 1756
ポルトガル 1800 1792
スイス 1816 1797
スウェーデン 1800 1800
スロベニア　　 1867 1824
ギリシャ 1848 1832
ハンガリー　　 1816 1832
イタリア 1744 1840
平均 1775 1726


